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一
　
は
じ
め
に

本
稿
は
、
復
古
体
制
危
機
時
（the

R
estoration

C
risis

一
六
七
八
―
八
三
年
）
に
お
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
存
続
を
め
ぐ
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
存
在
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
の
ね
ら
い
は
、
一
六
八
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
と
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
と
の
論
争
の
検
討
に
向
け
て
、
そ
の
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
（E

dw
ard

Stillingfleet

一
六
三
五
―
九
九
年
）
は
、
ウ
ー
ス
タ
ー
主
教
在
任
中
の
一
六
九
七
年
に
ロ
ッ
ク

の
『
人
間
知
性
論
』
へ
の
批
判
を
開
始
し
、
自
身
が
没
す
る
ま
で
ロ
ッ
ク
と
の
間
で
応
酬
が
続
い
た
。
ロ
ッ
ク
―
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー

ト
論
争
と
言
え
ば
、
神
学
や
哲
学
に
か
か
わ
る
こ
ち
ら
の
議
論
の
方
が
研
究
者
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

（
１
）

。

だ
が
、
彼
と
ロ
ッ
ク
と
の
間
に
は
も
う
一
つ
の
論
争
が
あ
っ
た
。
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
、
一
六
八
〇
年
五
月
に
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
と
復
古
体
制
危
機

―
―
意
見
表
明
の
自
由
と
芸
術
の
自
由
の
競
合
を
素
材
と
し
て
―
―山

　
田
　
園
　
子

一
　
は
じ
め
に

二
　
復
古
体
制
危
機

三
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
旋
回

四
　
ロ
ッ
ク
の
神
授
権
主
教
制
批
判

五
　
お
わ
り
に



広島法学　32 巻２号（2008 年）－52

礼
拝
堂
で
行
な
っ
た
市
長
の
前
で
の
説
教
『
分
離
の
災
い
』
を
同
年
に
公
刊
、
さ
ら
に
翌
年
、
説
教
の
内
容
を
拡
充
し
た
『
分
離
の
不
当

性
』
を
公
刊
し
た

（
２
）

。
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
一
六
六
〇
年
代
初
頭
の
『
イ
レ
ニ
ク
ム
』
出
版
等
を
も
と
に
、
一
般
に
リ
ベ
ラ
ル
な
ア

ン
グ
リ
カ
ン
ま
た
は
広
教
主
義
者
（L

atitudinarians

）
の
一
人
と
さ
れ
る
が
、『
分
離
の
災
い
』
等
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
歴
史
的

正
当
性
を
強
調
し
、
教
会
か
ら
分
離
す
る
非
国
教
徒
を
非
難
し
た
。
彼
の
主
張
に
は
、
非
国
教
徒
は
も
と
よ
り
、
国
教
会
制
自
体
を
必
ず

し
も
否
定
し
な
か
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ク
ス
タ
ー
、
そ
し
て
バ
ク
ス
タ
ー
か
ら
高
評
価
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
フ
リ
ー
の
よ
う
な
「
中

道
」
派
か
ら
も
批
判
が
寄
せ
ら
れ
る

（
３
）

。
公
刊
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
ロ
ッ
ク
も
一
六
八
一
年
に
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
批
判
を
書
き
、

そ
れ
が
手
稿
の
ま
ま
ラ
ヴ
レ
ー
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
さ
れ
て
い
る

（
４
）

。

ロ
ッ
ク
に
よ
る
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
批
判
の
手
稿
は
、
一
六
六
七
年
に
執
筆
が
開
始
さ
れ
た
『
寛
容
論
』
か
ら
、
一
六
八
九
年
に

公
刊
さ
れ
た
『
寛
容
書
簡
』
に
至
る
ま
で
の
、
国
教
会
と
非
国
教
徒
と
の
葛
藤
に
た
い
す
る
ロ
ッ
ク
の
議
論
の
展
開
を
考
え
る
上
で
、
貴

重
な
文
書
と
言
え
る
。
本
稿
は
、
一
六
八
〇
年
代
初
頭
の
ロ
ッ
ク
―
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
論
争
を
検
討
す
る
準
備
作
業
と
し
て
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
再
編
に
お
け
る
教
会
統
治
論
の
闘
い
と
い
う
視
点
か
ら
当
時
の
背
景
を
見
る
も
の
で
あ
る

（
５
）

。
こ
の
作
業
を
つ
う
じ
て
、

ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
や
ロ
ッ
ク
が
何
を
当
時
の
教
会
に
お
け
る
課
題
と
受
け
と
め
て
い
た
の
か
を
明
確
に
し
た
い
。

以
下
の
「
二
　
復
古
体
制
危
機
」
で
は
、
復
古
体
制
危
機
と
い
う
用
語
に
注
意
し
な
が
ら
、
当
時
の
状
況
を
概
観
す
る
。「
三
　
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
教
会
の
旋
回
」
で
は
、
復
古
体
制
危
機
時
に
お
い
て
、
教
会
論
上
何
が
新
た
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
か
を
概
略
的
に
明
ら
か
に

す
る
。
概
略
的
な
教
会
論
上
の
問
題
点
を
ふ
ま
え
て
「
四
　
ロ
ッ
ク
の
神
授
権
主
教
制
批
判
」
で
は
、
ロ
ッ
ク
が
実
際
に
何
を
自
身
の
課

題
と
し
て
看
取
し
て
い
た
か
を
、
一
六
七
五
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
貴
顕
の
士
か
ら
の
手
紙
』
を
中
心
に
検
討
す
る
。「
五
　
お
わ
り
に
」

で
は
、
以
上
の
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
や
ロ
ッ
ク
ら
が
復
古
体
制
危
機
時
に
争
い
合
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
を
め
ぐ
る
課
題
を
明
確
に
し
た
い
。
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二
　
復
古
体
制
危
機
（the

R
estoration

C
risis

）

復
古
体
制
危
機
と
い
う
語
は
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
コ
ッ
ト
が
『
ア
ル
ジ
ャ
ノ
ン
・
シ
ド
ニ
ー
と
復
古
体
制
危
機
、
一
六
七
七
―
一
六
八

三
年
』
に
お
い
て
使
い
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
冒
頭
に
「
一
六
七
八
年
か
ら
一
六
八
三
年
ま
で
の
復
古
体
制
危
機
は
、
教
皇
主
義

お
よ
び
恣
意
的
統
治
を
め
ぐ
る
一
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
三
つ
の
危
機
の
内
、
第
二
の
も
の
だ
っ
た
」
と
あ
る

（
６
）

。

旧
来
、
一
六
七
八
年
以
降
の
危
機
は
「
排
斥
危
機
」（the

E
xclusion

C
risis

）
と
呼
ば
れ
て
き
た

（
７
）

。
一
六
七
八
年
に
教
皇
主
義
者
に
よ

る
国
王
暗
殺
計
画
の
陰
謀
が
暴
露
さ
れ
る
と
、
こ
の
陰
謀
の
加
担
者
の
一
人
と
し
て
、
王
弟
で
王
位
継
承
者
の
ヨ
ー
ク
公
が
指
摘
さ
れ
た
。

ヨ
ー
ク
公
が
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
を
公
然
と
表
明
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
反
教
皇
主
義
感
情
の
高
揚
を
背
景
に
、
彼
を
王
位
継
承
か

ら
排
除
す
る
法
案
が
一
六
七
九
年
五
月
に
庶
民
院
に
提
出
さ
れ
た
。
庶
民
院
通
過
を
憂
慮
し
た
国
王
は
議
会
休
会
宣
言
お
よ
び
そ
の
後
の

解
散
措
置
に
よ
っ
て
法
案
審
議
を
妨
害
す
る
。
一
六
八
〇
年
十
月
に
招
集
さ
れ
た
新
議
会
で
再
び
類
似
の
法
案
が
提
出
さ
れ
た
と
き
に
は
、

庶
民
院
を
通
過
し
た
が
貴
族
院
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
ま
ま
、
一
六
八
一
年
一
月
に
国
王
は
議
会
を
解
散
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
三
月
に
オ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
新
た
に
議
会
が
開
会
さ
れ
て
、
三
度
目
の
法
案
提
出
が
な
さ
れ
た
が
、
国
王
は
一
週
間
で
議
会
を
解
散
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
議
会
を
開
会
し
な
い
ま
ま
一
六
八
五
年
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
死
去
し
、
ヨ
ー
ク
公
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
二
世
と
し
て
即
位
す
る
。

し
か
し
、
排
斥
危
機
時
に
は
、
ヨ
ー
ク
公
排
斥
だ
け
が
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
排
斥
問
題
、
換
言
す
れ
ば
王
位
継
承
者
を
誰
に
す
る
か

と
い
う
問
題
は
、
ス
コ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
一
六
七
八
―
八
三
年
の
危
機
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
こ
の
危
機
時
に
登
場
し
た

多
く
の
二
次
的
問
題
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
排
斥
危
機
」
は
当
時
の
主
要
問
題
を
誤
解
さ
せ
る
名
称
だ
っ
た

（
８
）

。
そ
の
か

わ
り
に
、
一
六
七
八
―
八
三
年
の
危
機
を
復
古
体
制
危
機
と
ス
コ
ッ
ト
は
呼
ぶ
。
排
斥
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
こ
の
危
機
の
特
徴
は
四



広島法学　32 巻２号（2008 年）－54

点
に
整
理
で
き
る
。

第
一
に
、
復
古
体
制
危
機
は
、
教
皇
主
義
と
恣
意
的
統
治
を
め
ぐ
る
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
に
お
け
る
第
二
の
危
機
で
あ
り
、
一
六
三
八
―

四
二
年
の
第
一
の
危
機
と
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。

第
二
に
、
そ
の
問
題
は
議
会
、
宗
教
そ
し
て
対
外
政
策
に
か
か
わ
り
、
教
皇
主
義
と
恣
意
的
統
治
を
め
ぐ
る
第
一
の
危
機
時
に
お
け
る

恐
怖
、
分
裂
、
危
機
の
様
相
が
第
二
期
に
復
活
し
た
。

第
三
に
、
排
斥
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
深
刻
か
つ
長
期
的
な
政
治
的
、
宗
教
的
危
機
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
に
す
ぎ
な
い
。
排
斥
危
機
と
い

う
名
称
に
適
切
な
の
は
、
む
し
ろ
、
一
六
八
八
―
九
年
の
第
三
の
危
機
の
方
で
あ
る
。

第
四
に
、
復
古
体
制
危
機
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
海
外
の
宗
教
的
敵
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
国
と
の
連
携
を
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
が
拒

否
せ
ず
、
彼
の
統
治
自
体
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
脅
威
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
議
会
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
生
き
残
り

を
か
け
て
対
決
し
た
事
態
だ
っ
た
。

ス
コ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
復
古
体
制
危
機
に
お
い
て
、
第
一
の
危
機
つ
ま
り
「
先
の
反
乱
」
の
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
。
例
え
ば
ロ
バ
ー

ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー
の
『
家
父
長
制
論
』
の
手
稿
が
一
六
八
〇
年
に
公
刊
さ
れ
、
こ
う
し
た
出
版
に
ロ
ッ
ク
は
危
機
の
復
活
と
本
質
を
見
た

（
９
）

。

復
古
体
制
危
機
時
に
は
、
現
在
で
は
古
典
と
さ
れ
る
よ
う
な
重
要
な
政
治
文
書
が
あ
い
つ
い
で
公
刊
さ
れ
る

（
10
）

。
フ
ィ
ル
マ
ー
批
判
を
含
む

ロ
ッ
ク
の
『
統
治
二
論
』
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
は
『
統
治
二
論
』
を
排
斥
問
題
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
疑
問
を
も
つ
が
、

実
際
そ
こ
で
は
、
誰
が
王
に
な
る
べ
き
か
と
い
う
排
斥
ま
た
は
継
承
が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
政
体
に
お
け
る

君
主
制
の
あ
り
様
自
体
が
問
題
と
さ
れ
た

（
11
）

。

む
ろ
ん
、
従
来
の
研
究
文
献
に
お
い
て
「
排
斥
」
や
「
排
除
危
機
」
と
い
っ
た
用
語
が
使
わ
れ
た
場
合
で
も
、
王
位
継
承
だ
け
を
問
題

と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、「
復
古
体
制
危
機
」
と
い
う
語
を
使
用
し
な
い
も
の
の
、
一
六
四
〇
年
代
以
降
の
内
戦
期
と
の
連
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続
性
で
王
政
復
古
期
を
と
ら
え
る
見
方
に
注
目
す
る
文
献
が
、
近
年
に
な
っ
て
日
本
で
も
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
王
政
復
古
期
は
、

内
戦
期
で
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
た
問
題
、
つ
ま
り
教
皇
主
義
と
専
制
政
治
へ
の
恐
怖
が
再
び
噴
出
し
た
時
期
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
宗
教

政
策
と
政
体
は
依
然
、
国
政
を
左
右
す
る
重
大
問
題
だ
っ
た

（
12
）

。

本
稿
で
は
、
一
六
七
八
年
以
降
の
危
機
を
「
復
古
体
制
危
機
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
理
由
は
、
ロ
ッ
ク
に
即
し
た
場
合
、
彼
は
こ
の
時
期
に
、

王
位
継
承
と
い
う
一
時
事
を
超
え
た
憲
政
的
文
書
と
し
て
『
統
治
二
論
』
を
書
き
、
そ
し
て
反
教
皇
主
義
を
背
景
に
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ

ー
ト
の
教
会
論
を
批
判
し
た
か
ら
で
あ
る

（
13
）

。
前
者
で
は
『
統
治
二
論
』
の
「
第
一
論
」
の
冒
頭
か
ら
、
専
制
政
治
へ
の
嫌
悪
と
恐
怖
が
明

ら
か
に
さ
れ
、
後
者
で
は
教
皇
主
義
の
脅
威
に
対
抗
し
て
、
国
教
会
と
非
国
教
徒
の
両
方
を
視
野
に
入
れ
た
教
会
論
を
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ

フ
リ
ー
ト
と
は
異
な
る
形
で
考
え
よ
う
と
す
る
。
ロ
ッ
ク
の
業
績
に
即
し
て
も
一
六
七
八
年
以
降
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
政
体
と
教
会
制
度

が
、
つ
ま
り
王
政
復
古
体
制
自
体
が
議
論
の
対
象
と
さ
れ
る
程
の
深
刻
な
危
機
の
時
代
だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
内
戦
期
に
登
場
し
、
か
つ

決
着
を
見
な
か
っ
た
政
治
的
お
よ
び
宗
教
的
な
問
題
が
再
燃
し
た
の
で
あ
る
。

三
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
旋
回

こ
こ
で
は
、
一
六
八
〇
年
代
初
頭
の
ロ
ッ
ク
―
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
論
争
の
検
討
の
た
め
に
、
復
古
体
制
危
機
時
に
お
い
て
、
教

会
論
上
、
何
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
六
六
〇
年
の
王
政
復
古
の
際
に
主
教
制
国
教
会
が
復
活
す
る
。
こ
の
主
教
制
国
教
会
体
制
は
、
一
六
六
二
年
の
統
一
法
以
降
、
ク
ラ

レ
ン
ド
ン
法
典
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
非
国
教
徒
弾
圧
立
法
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
体
制
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
王
は
一
六
六
二
年

と
一
六
七
二
年
に
、
弾
圧
立
法
の
適
用
を
大
権
行
使
に
よ
っ
て
免
除
お
よ
び
猶
予
す
る
信
仰
許
容
宣
言
を
出
し
た
が
、
両
方
と
も
議
会
の
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抵
抗
に
遭
っ
て
撤
回
さ
れ
た
。
国
王
の
宣
言
に
議
会
や
教
会
側
が
危
惧
し
た
こ
と
は
二
点
あ
る
。
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
宣
言
は
、
議
会
制

定
法
に
手
を
か
け
て
教
会
問
題
に
介
入
す
る
、
国
王
に
よ
る
議
会
無
視
お
よ
び
教
会
侵
略
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
信
仰
許
容
宣
言
は
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
非
国
教
徒
だ
け
で
な
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
信
仰
許
容
を
も
可
能
に
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
国
王
の
宣
言
へ
の
反
動

と
し
て
、
一
六
七
三
年
に
は
ダ
ン
ビ
伯
の
指
揮
下
、
審
査
法
が
成
立
す
る
。
こ
の
法
は
官
職
保
有
者
に
た
い
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
で

礼
典
を
受
け
る
義
務
を
課
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
非
国
教
徒
を
官
職
か
ら
排
除
す
る
も
の
だ
っ
た

（
14
）

。

し
か
し
、
弾
圧
を
主
と
す
る
非
国
教
徒
対
策
に
は
、
議
会
や
国
教
会
の
中
に
さ
え
疑
問
の
目
を
向
け
る
人
々
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
。

ジ
ョ
ン
・
ス
パ
ー
に
よ
れ
ば
「
一
六
六
二
年
の
宗
教
体
制
に
よ
っ
て
奉
ら
れ
た
理
念
は
、
一
六
七
〇
年
代
ま
で
に
は
時
代
遅
れ
と
な
っ
た
」

の
で
あ
る
。
ス
パ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
六
七
〇
年
代
は
国
教
徒
に
と
っ
て
、
教
会
論
上
、
次
の
三
つ
の
意
味
で
転
換
点
と
な
っ
た
。

第
一
に
、
迫
害
の
有
効
性
に
疑
問
が
出
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
世
俗
統
治
者
の
宗
教
上
の
役
割
に
根
本
的
な
問
題
を
提
起
し
た
。

第
二
に
、
国
教
会
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
脅
威
と
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
非
国
教
徒
で
は
な
く
、
む
し
ろ
教
皇
主
義
者
が
一
層
強

調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
三
に
、
国
教
会
の
聖
な
る
象
徴
と
し
て
国
王
で
は
な
く
、
主
教
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
15
）

。

第
一
点
に
つ
い
て
、
こ
の
種
の
問
題
提
起
は
ロ
ッ
ク
の
『
寛
容
論
』
に
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る

（
16
）

。
現
実
的
な
動
き
と
し
て
は
、
一
六
七

三
年
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
緩
和
法
案
」
が
庶
民
院
で
議
論
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
審
査
法
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
非
国
教
徒
を
も
官
職
か
ら

排
除
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
緩
和
法
案
は
彼
ら
へ
の
一
種
の
妥
協
を
探
る
。
そ
れ
は
、
包
容
（com

prehension

包
括
と
も
訳
す
）
つ
ま

り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
へ
の
で
き
る
か
ぎ
り
の
非
国
教
徒
の
取
り
込
み
を
図
り
、
同
時
に
、
寛
容
つ
ま
り
国
教
会
外
に
と
ど
ま
る
非
国
教

徒
に
刑
罰
法
を
適
用
し
な
い
と
い
う
、
二
策
の
セ
ッ
ト
だ
っ
た
。
む
ろ
ん
、
国
教
会
へ
の
非
国
教
徒
の
包
容
を
恐
れ
る
主
教
も
あ
り
、
緩

和
法
案
は
貴
族
院
内
の
厳
格
な
国
教
徒
の
反
対
に
よ
り
廃
案
と
な
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
峻
別
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
非
国
教
徒
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の
救
済
が
議
会
で
議
論
さ
れ
た
最
初
の
事
例
で
あ
っ
た

（
17
）

。

第
二
点
に
つ
い
て
、
緩
和
法
案
の
試
み
に
お
い
て
も
顕
著
な
こ
と
だ
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
非
国
教
徒
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
が
峻

別
さ
れ
、
国
王
の
信
仰
許
容
宣
言
、
親
フ
ラ
ン
ス
政
策
、
そ
し
て
と
く
に
一
六
七
八
年
の
教
皇
主
義
陰
謀
の
暴
露
を
契
機
に
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
徒
へ
の
恐
怖
が
反
教
皇
主
義
と
し
て
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
ま
で
に
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
強
硬
な
国
教
徒
か
ら
徹
底
し
た
非
国
教

徒
に
至
る
ま
で
皆
、
反
教
皇
主
義
感
情
を
抱
き
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
連
帯
の
必
要
性
を
語
る
も
の
の
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
相
互
に
異

な
る
。
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
の
よ
う
な
国
教
会
聖
職
者
は
、
国
教
会
か
ら
分
離
す
る
非
国
教
徒
の
寛
容
は
教
皇
主
義
を
増
長
さ
せ
る

と
恐
れ
、
他
方
、
非
国
教
徒
は
、
宗
教
統
一
を
強
制
し
て
彼
ら
に
信
仰
の
自
由
を
認
め
な
い
こ
と
こ
そ
、
福
音
の
拡
大
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
連
帯
を
妨
害
し
、
教
皇
主
義
と
い
う
共
通
の
敵
と
闘
う
こ
と
を
不
能
に
す
る
と
主
張
し
た

（
18
）

。
教
皇
主
義
の
言
辞
を
叩
き
付
け
合
い
な

が
ら
、
両
者
は
互
い
の
対
立
を
先
鋭
化
し
て
い
く
。

第
三
点
に
つ
い
て
、
国
教
会
の
聖
な
る
象
徴
の
問
題
は
、
教
会
を
教
会
た
ら
し
め
る
も
の
が
何
か
と
い
う
問
題
に
な
る
。
聖
な
る
象
徴

と
し
て
、
使
徒
以
来
按
手
を
つ
う
じ
て
聖
性
を
継
承
し
た
と
さ
れ
る
主
教
が
国
王
に
と
っ
て
替
わ
る
。
主
教
制
や
使
徒
継
承
に
つ
い
て
は

教
会
内
で
も
多
様
な
意
見
が
あ
る
が
、
極
端
な
場
合
、
主
教
は
神
か
ら
特
別
な
聖
性
を
受
け
取
っ
た
と
す
る
神
授
権
主
教
制
が
説
か
れ
、

神
の
恩
恵
は
使
徒
か
ら
の
継
承
に
よ
っ
て
、
主
教
に
よ
っ
て
の
み
伝
授
さ
れ
る
と
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ス
パ
ー
は
、
国
教
会
の
聖
な
る
象
徴
と
し
て
主
教
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
時
点
を
空
位
期
、
つ
ま
り
君
主
制
が
い
っ
た
ん
廃
止
さ

れ
た
一
六
五
〇
年
代
に
求
め
る（

19
）

。
だ
が
、
八
代
崇
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
宗
教
改
革
以
来
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
主
教
制
は

「
当
時
の
神
学
者
た
ち
が
そ
の
よ
う
に
理
解
し
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
神
権
的
主
教
制
で
あ
っ
て
、
君
権
的
主
教
制
で
は
な
か
っ
た
」。
と
い

う
の
も
、『
聖
職
者
任
命
令
』（
一
五
三
四
年
）
に
よ
り
主
教
の
選
任
権
は
国
王
の
も
の
と
な
っ
た
が
、
選
任
さ
れ
た
人
物
を
主
教
と
し
て

聖
別
す
る
こ
と
は
国
王
の
権
限
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
内
戦
・
空
位
期
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
が
国
教
会
と
し
て
の
地
位
を
奪
わ
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れ
て
も
、
使
徒
を
継
承
す
る
主
教
が
存
在
し
て
聖
職
を
執
行
す
る
限
り
「
教
会
性
を
失
」
な
わ
ず
、
王
政
復
古
に
よ
り
主
教
制
国
教
会
が

復
活
し
た

（
20
）

。
こ
の
主
教
重
視
は
次
の
二
点
に
お
い
て
国
教
会
の
理
念
や
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

第
一
に
、
国
教
会
制
に
お
い
て
本
来
、
教
会
と
国
家
は
不
分
離
の
は
ず
だ
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
た
ら
し
め

る
も
の
が
何
か
と
い
う
疑
問
が
出
る
。
具
体
的
に
は
、
人
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
員
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
得
ら
れ
る
の
は
、

聖
な
る
君
主
に
従
う
こ
と
に
よ
る
の
か
、
聖
職
者
が
ほ
ど
こ
す
教
会
礼
典
に
よ
っ
て
な
の
か
、
と
い
う
問
題
と
な
る
。

第
二
に
、
君
主
が
主
体
と
な
る
御
領
教
会
で
あ
る
な
ら
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
が
国
教
会
（the

national
church

）
と
し
て
存
在
す

る
の
は
も
っ
と
も
だ
が
、
主
教
が
主
体
の
教
会
で
あ
る
な
ら
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
領
域
に
制
約
さ
れ
る
必
要
は
な
く
な
る

（
21
）

。

ど
ち
ら
も
、
主
教
を
主
体
と
す
る
独
立
し
た
権
威
を
と
も
な
う
自
律
的
な
存
在
と
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
を
と
ら
え
よ
う
と
い
う
志

向
に
由
来
す
る
問
題
で
あ
る

（
22
）

。
こ
う
し
た
主
教
重
視
は
二
つ
の
含
み
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
主
教
重
視
は
、
教
皇
が
頂
点
に

立
つ
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
、
国
教
会
主
教
の
権
威
を
否
定
す
る
非
国
教
徒
と
の
両
者
に
対
抗
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
も
う
一

つ
は
、
対
外
進
出
や
植
民
活
動
の
進
展
に
よ
っ
て
御
領
教
会
の
建
前
が
崩
壊
し
て
い
る
現
実
の
中
で
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
を
明
確
に

し
た
教
会
の
発
展
的
存
続
の
可
能
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る

（
23
）

。

四
　
ロ
ッ
ク
の
神
授
権
主
教
制
批
判

主
教
重
視
の
議
論
と
く
に
神
授
権
主
教
制
は
、
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
は
、
政
治
権
力
を
握
ろ
う
と
す
る
教
会
人
の
企
み
と
理
解
さ
れ
、
教

皇
主
義
と
大
差
な
い
と
非
難
さ
れ
た
。
彼
が
神
授
権
主
教
制
に
明
確
に
対
峙
し
、
主
教
制
に
露
骨
な
反
感
を
示
す
よ
う
に
な
る
の
は
一
六

七
五
年
で
あ
る
。
こ
の
対
峙
は
、
一
つ
は
『
寛
容
論
』
へ
の
追
加
と
し
て
一
六
七
五
年
に
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
手
稿
上
で
、
も
う
一
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つ
は
ダ
ン
ビ
伯
が
提
案
し
た
一
六
七
五
年
四
月
の
い
わ
ゆ
る
「
ダ
ン
ビ
審
査
」
法
案
に
対
抗
し
て
、
ロ
ッ
ク
が
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
伯
の
下
で

口
述
筆
記
し
た
と
さ
れ
る
『
貴
顕
の
士
か
ら
の
手
紙
』
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
る

（
24
）

。

『
寛
容
論
』
へ
の
追
加
は
、
四
本
現
存
す
る
『
寛
容
論
』
手
稿
の
内
、A
dversaria

1661

に
書
か
れ
た
本
文
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
ジ
ョ
ン
・
Ｒ
・
ミ
ル
ト
ン
ら
の
推
測
で
は
一
六
七
五
年
に
、
ロ
ッ
ク
が
フ
ラ
ン
ス
へ
発
つ
前
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
。『
寛
容
論
』

本
文
で
は
世
俗
統
治
者
と
宗
教
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、
追
加
部
分
で
は
、
聖
職
叙
任
権
が
神
授
権
と
し
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
、

世
俗
支
配
権
に
ま
で
影
響
す
る
危
険
性
を
語
気
鋭
く
指
摘
す
る
。「
司
祭
に
始
ま
る
あ
の
叙
任
権
は
、
放
置
し
て
お
け
ば
、
絶
対
的
支
配

権
へ
と
確
実
に
成
長
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
世
の
王
国
は
も
た
な
い
と
キ
リ
ス
ト
自
身
が
言
明
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
継

承
者
達
は
（
権
力
を
と
も
か
く
掌
握
で
き
る
と
き
は
い
つ
で
も
）
大
き
な
執
行
権
限
と
、
厳
密
に
は
世
俗
的
な
あ
の
支
配
権
を
獲
得
す
る
。」

こ
の
危
険
性
に
お
い
て
は
「
教
皇
」
も
「
長
老
派
」
も
同
罪
だ
っ
た

（
25
）

。

追
加
部
分
で
の
こ
の
神
授
権
説
批
判
は
、『
貴
顕
の
士
か
ら
の
手
紙
』（
以
下
『
手
紙
』
と
略
す
）
に
も
共
通
す
る
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

『
手
紙
』
は
貴
族
院
で
の
発
言
を
参
照
す
る
形
で
次
の
よ
う
に
書
く
。「
も
し
監
督
制
（E

piscopacy

主
教
制
と
も
訳
す
）
が
神
授
の
準
則

に
よ
る
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
王
の
至
高
性
は
放
擲
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
26
）

」。『
手
紙
』
に
つ
い
て
は
、
ロ

ッ
ク
は
著
者
で
あ
る
こ
と
を
主
張
せ
ず
、
執
筆
や
内
容
へ
の
彼
の
関
与
も
断
定
で
き
な
い
。
ミ
ル
ト
ン
や
マ
ー
ク
・
ゴ
ル
デ
ィ
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
ロ
ッ
ク
は
主
人
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
伯
の
下
で
手
紙
の
執
筆
に
巻
き
込
ま
れ
、
彼
の
役
割
は
文
書
の
口
述
筆
記
と
整
理
と
い
う
二

次
的
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う

（
27
）

。
と
は
い
え
、『
寛
容
論
』
追
加
部
分
と
『
手
紙
』
の
両
者
に
見
ら
れ
る
激
し
い
神
授
権
主
教
制
批
判
と
い
う

共
通
項
か
ら
推
測
す
れ
ば
、『
手
紙
』
は
ロ
ッ
ク
自
身
の
見
解
も
反
映
す
る
も
の
、
少
な
く
と
も
そ
の
内
容
に
彼
の
異
存
は
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、『
手
紙
』
が
公
刊
さ
れ
る
や
否
や
、
貴
族
院
は
絞
頸
吏
に
よ
る
焼
却
命
令
と
執
筆
者
等
の
探
索
を
命
じ
た
が
、

そ
の
命
令
直
後
の
一
六
七
五
年
十
一
月
十
二
日
に
、
ロ
ッ
ク
は
逃
げ
る
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
へ
去
る
。
彼
が
帰
国
し
た
の
は
一
六
七
九
年
だ
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っ
た

（
28
）

。
『
手
紙
』
は
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
『
寛
容
論
』
追
加
部
分
も
、
直
接
に
は
「
ダ
ン
ビ
審
査
」
法
案
に
対
峙
す
る
も
の
だ
が
、
神
授
権
主

教
制
批
判
に
始
ま
る
教
会
と
国
家
の
関
係
の
問
い
直
し
は
、
一
六
七
八
年
以
降
の
「
復
古
体
制
危
機
」
時
の
課
題
を
先
取
り
す
る
。『
手

紙
』
等
が
問
題
視
し
た
こ
と
は
、
教
皇
主
義
と
恣
意
的
統
治
を
、
神
授
権
を
主
張
す
る
主
教
が
あ
お
り
立
て
る
こ
と
だ
っ
た
。
王
政
復
古

体
制
に
ロ
ッ
ク
が
具
体
的
に
何
を
課
題
と
し
て
看
取
し
た
の
か
、『
手
紙
』
の
検
討
を
以
下
で
進
め
た
い

（
29
）

。

『
手
紙
』
は
「
ダ
ン
ビ
審
査
」
法
案
、
す
な
わ
ち
「
政
府
に
不
満
を
持
つ
人
々
か
ら
生
じ
う
る
危
険
を
回
避
す
る
法
」
案
通
過
の
挫
折

を
背
景
に
、
こ
の
法
案
の
問
題
を
指
摘
す
る
。
法
案
の
内
容
は
官
職
保
有
者
や
議
員
に
た
い
し
、
次
の
宣
言
と
宣
誓
を
行
な
わ
せ
る
も
の

で
あ
る
。「
私
こ
と
Ａ
・
Ｂ
は
、
い
か
な
る
口
実
で
あ
れ
王
に
抗
し
て
武
器
を
取
る
こ
と
は
合
法
的
で
は
な
い
こ
と
、
並
び
に
王
の
身
柄

に
抗
し
て
、
又
は
王
の
委
任
の
遂
行
に
お
い
て
委
任
を
受
け
た
人
々
に
抗
し
て
、
王
の
権
威
に
も
と
づ
い
て
武
器
を
取
る
と
い
う
あ
の
反

逆
的
な
見
地
を
拒
否
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
及
び
い
か
な
る
時
で
あ
れ
、
教
会
又
は
国
家
の
統
治
の
変
更
を
企
て
な
い
と
誓
い
ま
す

（
30
）

。」

ダ
ン
ビ
伯
（
初
代
、
ト
マ
ス
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
、
一
六
九
四
年
に
初
代
リ
ー
ズ
公
爵
）
は
一
六
七
三
年
に
大
蔵
大
臣
に
就
任
し
て
以
降
、

議
会
で
の
多
数
派
確
保
の
試
み
に
よ
り
い
わ
ゆ
る
「
宮
廷
派
」
を
形
成
し
た
。
そ
れ
に
対
抗
し
て
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
伯
の
周
辺
に
集
ま
っ
て

き
た
人
々
が
、
い
わ
ゆ
る
「
地
方
派
」
と
呼
ば
れ
野
党
的
な
存
在
と
な
る
。
こ
う
し
た
与
野
党
の
対
立
は
、「
ダ
ン
ビ
審
査
」
法
案
や
王

位
継
承
等
を
め
ぐ
る
政
治
抗
争
の
過
程
で
、
ト
ー
リ
ー
と
ホ
イ
ッ
グ
の
党
派
形
成
に
至
る
と
さ
れ
る
。
野
党
・
ホ
イ
ッ
グ
に
と
っ
て
、

『
手
紙
』
は
議
会
外
の
人
々
に
訴
え
か
け
る
一
種
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
文
書
で
あ
り
、「
ダ
ン
ビ
審
査
」
法
案
を
契
機
に
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
伯
の

存
在
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る

（
31
）

。

『
手
紙
』
が
問
題
と
す
る
事
項
は
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
典
を
は
じ
め
多
岐
に
わ
た
り
、
法
案
自
体
を
め
ぐ
っ
て
は
審
議
過
程
を
紹
介
し
な

が
ら
多
彩
な
議
論
を
展
開
す
る
。
そ
の
内
容
は
国
王
の
至
上
性
、
国
王
へ
の
抵
抗
権
、
大
権
行
使
、
議
会
の
権
利
と
自
由
、
貴
族
の
特
権
、



61－ジョン・ロックと復古体制危機（山田）

宣
誓
の
意
義
等
に
ま
で
及
ぶ
。
庶
民
院
議
員
の
ア
ン
ド
ル
ー
・
マ
ー
ヴ
ェ
ル
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、「
ダ
ン
ビ
審
査
」
法
案
を
め
ぐ
る
審
議

は
、
貴
族
院
で
の
法
案
に
対
す
る
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
伯
ら
に
よ
る
前
例
の
な
い
抗
議
、
庶
民
院
で
の
激
し
い
対
立
、
深
夜
に
ま
で
及
ぶ
議
論
、

マ
ナ
ー
無
視
の
発
言
等
、
過
熱
し
た
様
相
を
呈
し
た

（
32
）

。

こ
の
『
手
紙
』
に
ダ
ン
ビ
伯
率
い
る
宮
廷
派
と
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
伯
率
い
る
地
方
派
と
の
対
抗
を
投
影
し
、「
ダ
ン
ビ
審
査
」
法
案
に
お

け
る
宣
誓
等
の
制
定
法
化
の
試
み
を
、
宮
廷
・
国
王
の
専
制
対
地
方
・
議
会
の
自
由
と
い
う
政
治
的
対
立
の
激
化
要
因
と
見
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
ミ
ル
ト
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
ダ
ン
ビ
審
査
」
法
案
で
求
め
ら
れ
た
宣
誓
等
の
内
容
自
体
は
新
奇
な
も
の
で

は
な
く
、
ロ
ッ
ク
自
身
カ
レ
ッ
ジ
の
テ
ュ
ー
タ
ー
に
な
る
と
き
に
は
、
こ
の
種
の
宣
誓
は
当
然
求
め
ら
れ
た
は
ず
の
も
の
だ
っ
た
。
宣
誓

等
の
制
定
法
化
と
政
治
的
対
立
の
激
化
と
の
関
連
を
否
定
す
る
こ
と
は
む
ろ
ん
で
き
な
い
が
、
復
古
体
制
危
機
と
の
関
連
で
『
手
紙
』
を

読
め
ば
、「
ダ
ン
ビ
審
査
」
法
案
の
問
題
と
し
て
、
宣
誓
強
制
の
背
後
に
あ
る
ダ
ン
ビ
伯
の
ね
ら
い
を
見
逃
せ
な
い
。
そ
れ
は
、
ゲ
リ

ィ
・
ド
ゥ
・
ク
レ
イ
に
よ
れ
ば
「
一
六
七
〇
年
代
の
復
古
体
制
に
つ
き
つ
け
ら
れ
た
最
重
要
の
国
内
問
題
」
と
し
て
の
教
会
体
制
の
将
来

に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
政
治
党
派
を
超
え
る
教
会
論
の
闘
い
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る

（
33
）

。

ダ
ン
ビ
伯
の
ね
ら
い
は
ド
ゥ
・
ク
レ
イ
が
引
用
す
る
以
下
の
言
葉
に
集
約
さ
れ
る
。「
議
会
を
支
え
、
昔
な
が
ら
の
王
党
派
と
教
会
派

を
盛
り
立
て
、
そ
し
て
教
皇
主
義
者
と
長
老
派
を
血
祭
り
に
あ
げ
る

（
34
）

」。
彼
に
は
危
機
意
識
が
あ
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
復
古
当
初
の
議
員

の
半
数
が
交
代
し
た
上
、
信
仰
許
容
宣
言
、
第
三
次
英
蘭
戦
争
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
王
弟
の
存
在
等
、
国
王
の
政
策
や
身
辺
に
は
問
題

が
絶
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
問
題
だ
っ
た
の
は
、
ヨ
ー
ク
公
排
斥
に
反
対
し
国
教
会
を
支
持
す
る
、
い
わ
ば
ト
ー
リ
ー
的
な
議
員
の
中
に

も
非
国
教
徒
に
妥
協
的
な
人
々
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
ダ
ニ
エ
ル
・
フ
ィ
ン
チ
（
第
二
代
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
伯
）
は
、
一
六
七
四

年
頭
に
は
、
非
国
教
徒
支
持
の
立
場
か
ら
「
至
上
宣
誓
」
の
変
更
を
求
め
る
議
会
演
説
を
用
意
し
て
い
た

（
35
）

。

一
六
七
四
年
二
月
に
議
会
が
休
会
に
入
っ
て
後
、
ダ
ン
ビ
伯
は
主
だ
っ
た
国
教
会
聖
職
者
や
王
の
廷
臣
数
人
と
協
議
を
重
ね
、
次
の
会
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期
に
お
け
る
対
策
を
練
る
。
彼
ら
の
中
に
は
緩
和
法
案
廃
案
を
喜
ん
だ
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
主
教
ジ
ョ
ー
ジ
・
モ
ー
リ
ー
や
、
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
大
主
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
シ
ェ
ル
ド
ン
が
い
た
。
そ
こ
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、「
ロ
ー
マ
の
迷
信
と
偶
像
崇
拝
的
実
践
と
抑
圧
」
お

よ
び
「
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
ト
の
邪
悪
か
つ
破
壊
的
な
新
奇
性
」
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
教
皇
主
義
者

と
非
国
教
徒
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、「
ダ
ン
ビ
審
査
」
の
制
定
法
化
に
よ
っ
て
、
復
古
体
制
の
信
仰
告
白
的
な
排
他
性
を

強
化
し
よ
う
と
も
く
ろ
む
。
そ
こ
で
実
際
に
問
題
と
な
る
の
は
、『
寛
容
論
』
の
追
加
部
分
や
『
手
紙
』
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、「
ダ

ン
ビ
審
査
」
が
当
時
の
教
会
内
に
お
け
る
主
教
重
視
の
志
向
を
強
化
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
教
会
と
国
家
に
お
け
る
「
二
重
の
専

制
」、
し
か
も
神
授
権
説
を
利
用
し
て
実
質
的
に
教
会
が
国
王
の
上
に
立
つ
専
制
だ
っ
た
。
ダ
ン
ビ
伯
や
強
硬
な
国
教
会
主
教
ら
は
、
神

授
権
説
に
よ
っ
て
教
会
の
至
上
性
を
唱
え
、
さ
ら
に
「
君
主
制
は
神
授
権
に
よ
る
も
の
だ
」
と
お
だ
て
て
国
王
を
教
会
の
手
先
に
使
う
こ

と
で
、
非
国
教
徒
を
完
全
に
排
除
す
る
教
会
国
家
体
制
を
作
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る

（
36
）

。

『
手
紙
』
と
『
寛
容
論
』
の
追
加
部
分
を
も
と
に
、「
ダ
ン
ビ
審
査
」
が
ね
ら
う
教
会
国
家
体
制
に
ロ
ッ
ク
ら
が
見
る
問
題
を
、
具
体

的
に
以
下
の
五
点
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
教
会
統
治
は
不
変
の
も
の
だ
と
宣
誓
さ
せ
る
点
に
、
神
授
権
主
教
制
の
主
張
を
見
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
主
教
は
「
天
に
直

接
由
来
す
る
力
」
や
「
生
涯
消
え
ざ
る
印
」
を
も
ち
、
主
教
に
よ
る
以
外
の
ど
ん
な
聖
職
叙
任
も
あ
り
え
な
い
。
主
教
に
よ
る
教
会
統
治

は
神
の
命
令
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
変
更
も
許
さ
れ
な
い

（
37
）

。

第
二
に
、
神
授
権
主
教
制
は
、
人
間
の
手
に
よ
る
教
会
上
の
変
更
を
一
切
拒
否
す
る
の
で
、
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
や
エ
リ
ザ
ベ
ス
以
来
の
、

君
主
が
長
と
な
る
国
教
会
の
あ
り
方
を
一
変
さ
せ
る
。「
ダ
ン
ビ
審
査
」
は
「
主
教
冠
を
王
冠
の
上
に
置
き
」、「
国
王
の
至
上
性
を
放
擲
」

す
る

（
38
）

。
第
三
に
、
国
王
が
至
上
性
を
放
擲
し
た
こ
と
へ
の
見
返
り
と
し
て
王
権
神
授
説
が
語
ら
れ
、
国
王
へ
の
人
々
の
忠
誠
が
強
い
ら
れ
る
。
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神
授
権
説
は
人
定
法
に
よ
る
権
力
の
制
約
を
不
能
に
す
る
の
で
、
絶
対
君
主
制
や
恣
意
的
統
治
が
登
場
し
、
そ
の
絶
対
権
力
を
利
用
し
て
、

教
会
は
国
王
と
並
ん
で
神
の
よ
う
に
崇
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
な
る
。
議
会
は
宮
廷
と
教
会
の
意
の
ま
ま
に
な
る
「
集
金
か
つ
法
律
通
過

機
関
」
と
化
し
、
法
案
に
反
対
す
る
者
は
「
反
君
主
」
思
想
の
持
ち
主
や
叛
逆
者
と
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
39
）

。

第
四
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
が
「
厳
格
、
盲
目
的
か
つ
異
論
の
余
地
の
な
い
信
従
」
を
徹
底
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
わ
れ
わ
れ
の
教
会

が
教
皇
主
義
に
陥
る
」
こ
と
で
あ
る
。「
ダ
ン
ビ
審
査
」
法
案
審
議
に
お
い
て
、「
主
教
は
教
皇
反
対
の
彼
ら
の
情
熱
を
完
全
に
脇
に
置
い

た
」。
そ
こ
で
敵
と
な
る
の
は
、
主
教
が
「
狂
信
派
」
と
呼
ぶ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
に
信
従
し
な
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
非
国
教
徒
だ

っ
た

（
40
）

。
第
五
に
、
こ
う
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
非
国
教
徒
の
敵
視
は
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
」（the

Protestant
R

eligion

）
が
そ
も
そ
も
何

か
と
い
う
問
題
と
な
る
。
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
主
教
ら
は
議
会
で
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
」
は
三
十
九
箇
条
、
祈
祷
書
、
教
理
問
答
書
、

公
定
説
教
集
と
教
会
法
の
五
文
書
に
含
ま
れ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
『
手
紙
』
は
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
伯
の
以
下
の
発
言
を
紹
介
す
る
。

三
十
九
箇
条
上
の
教
義
と
は
異
な
る
見
解
が
教
会
内
で
現
に
支
持
さ
れ
て
お
り
、
祈
祷
書
は
人
間
の
作
物
で
あ
っ
て
「
神
聖
な
も
の
」
で

は
な
く
、
教
理
問
答
書
等
に
つ
い
て
は
改
訂
の
余
地
が
あ
る
こ
と

（
41
）

。

こ
れ
ら
の
問
題
を
集
約
す
れ
ば
、「
時
、
緊
急
事
態
、
人
事
の
変
化
に
か
か
わ
ら
ず
、
変
更
を
け
っ
し
て
企
て
な
い
と
私
が
宣
誓
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
、
教
会
と
国
家
の
統
治
と
は
何
か
？
」
と
い
う
疑
問
に
な
る

（
42
）

。

『
手
紙
』
は
一
六
七
三
年
の
緩
和
法
案
を
好
意
的
に
回
顧
す
る
。
そ
の
法
案
に
お
い
て
は
、
教
皇
主
義
に
対
峙
し
て
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
利
益
」
を
図
る
た
め
に
、
主
教
の
一
部
さ
え
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
非
国
教
徒
の
連
帯
を
求
め
て
い
た

（
43
）

。「
ダ
ン
ビ

審
査
」
法
案
は
教
会
内
の
そ
う
し
た
思
惑
を
も
ふ
み
に
じ
り
、
復
古
体
制
を
神
授
権
説
に
立
つ
「
恣
意
的
統
治
」
へ
と
突
き
落
と
す
も
の

だ
っ
た
。
ダ
ン
ビ
伯
ら
は
信
仰
告
白
的
な
教
会
国
家
体
制
を
ね
ら
い
、
議
会
内
反
対
派
、
そ
の
支
持
者
、
お
よ
び
非
国
教
徒
の
「
狂
信
派
」
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が
そ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
を
教
皇
主
義
の
一
環
と
み
な
し
た
。
他
方
、「
ダ
ン
ビ
審
査
」
法
案
に
反
対
す
る
人
々
は
、
神
授
権
主
教
制
に
立

つ
教
会
国
家
体
制
は
「
恣
意
的
統
治
」
の
導
入
に
至
り
、
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が
教
皇
主
義
陰
謀
だ
と
い
う
恐
怖
感
を
も
つ
。
反
教
皇
主
義

感
情
は
、
国
内
外
の
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
反
感
と
無
縁
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
ダ
ン
ビ
審
査
」
法
案
以
降
、
国
内
の
政
治
、

宗
教
的
対
立
の
激
化
を
促
進
す
る
。
教
皇
主
義
の
レ
ッ
テ
ル
を
互
い
に
貼
り
付
け
合
い
つ
つ
、
相
互
不
信
、
恐
怖
と
不
安
を
募
ら
せ
た
結

果
が
、
一
六
七
八
年
の
教
皇
主
義
陰
謀
暴
露
、
そ
れ
に
続
く
陰
謀
者
な
る
も
の
の
告
発
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
排
斥
危
機
だ
っ
た

（
44
）

。

し
た
が
っ
て
、
反
教
皇
主
義
の
高
揚
と
排
斥
危
機
の
さ
な
か
に
、
右
の
五
つ
の
問
題
、
と
り
わ
け
教
会
統
治
と
取
り
組
ん
だ
議
論
が

次
々
と
現
れ
た
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。
と
く
に
議
会
で
の
動
き
に
注
目
す
る
と
、「『
第
二
排
斥
議
会
』
の
招
集
が
許
さ
れ
次
第
、
王
政

復
古
宗
教
体
制
の
構
造
が
も
う
一
度
問
題
と
さ
れ
る
に
至
る
こ
と
が
、
一
六
八
〇
年
夏
に
は
明
確
と
な
っ
た

（
45
）

。」
そ
の
結
果
、
排
斥
法
案

の
審
議
と
共
に
、
一
六
八
〇
年
十
一
月
以
降
、
庶
民
院
で
「
包
容
法
案
」
の
起
草
、
審
議
が
進
め
ら
れ
、
同
時
並
行
的
に
「
寛
容
法
案
」

も
審
議
さ
れ
た
。
包
容
法
案
は
、
長
老
派
に
よ
っ
て
叙
任
さ
れ
た
者
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
に
お
け
る
聖
職
禄
を
認
め
、
統
一
法
等
で
要

求
さ
れ
た
宣
言
や
宣
誓
を
不
要
と
す
る
他
、
洗
礼
や
聖
餐
時
の
儀
式
規
定
を
緩
め
る
な
ど
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
非
国
教
徒
を
で
き
る
だ

け
多
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
に
取
り
込
む
も
の
で
あ
る
。
寛
容
法
案
は
、
そ
れ
で
も
な
お
教
会
か
ら
の
分
離
を
主
張
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
系
非
国
教
徒
に
、
一
定
の
制
約
下
で
集
会
の
自
由
を
認
め
、
集
会
法
等
の
刑
罰
法
規
の
適
用
を
免
除
す
る
も
の
だ
っ
た

（
46
）

。

両
法
案
は
一
六
八
一
年
頭
の
国
王
に
よ
る
議
会
解
散
に
伴
い
廃
案
と
な
る
が
、
両
法
案
が
起
草
、
審
議
さ
れ
た
こ
と
は
、「
ダ
ン
ビ
審

査
」
法
案
や
そ
の
後
の
事
態
へ
の
反
感
や
恐
怖
が
、
神
授
権
主
教
制
に
立
つ
教
会
国
家
体
制
と
は
異
な
る
広
範
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
体
制

へ
の
要
求
を
復
活
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
動
き
に
反
発
し
て
、
非
国
教
徒
の
分
離
を
認
め
ず
、
国

教
会
と
し
て
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
強
化
を
図
る
議
論
も
登
場
す
る
。
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
、
す
で
に
一
六
八
〇
年
五
月
に
市

長
の
前
で
こ
の
種
の
説
教
を
行
っ
た
。
そ
れ
を
『
分
離
の
災
い
』
と
し
て
同
年
に
公
刊
し
、
さ
ら
に
庶
民
院
で
提
案
さ
れ
た
包
容
法
案
と
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寛
容
法
案
に
同
調
で
き
な
い
ま
ま
、
翌
年
、
彼
は
説
教
の
内
容
を
拡
充
し
て
『
分
離
の
不
当
性
』
を
公
刊
し
た
。
こ
れ
ら
の
説
教
や
文
書

は
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
と
、
他
方
非
国
教
徒
や
そ
の
支
持
者
と
の
間
で
激
し
い
応
酬
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る

（
47
）

。
ロ
ッ
ク
の
手

稿
は
そ
の
応
酬
の
一
片
だ
っ
た
。

ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
非
国
教
徒
の
分
離
を
非
難
し
た
が
、
そ
れ
は
非
国
教
徒
へ
の
た
ん
な
る
反
感
の
表
明
で
も
、
ま
た
そ
の
弾

圧
を
目
的
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
彼
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
存
立
根
拠
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
概
念
、
主
教
制
の
歴
史
や
内

容
、
教
区
教
会
の
意
義
等
、
教
会
の
本
質
に
か
か
わ
る
議
論
を
展
開
し
、
非
国
教
徒
の
分
離
は
そ
の
一
環
と
し
て
問
題
と
さ
れ
た
。
彼
の

文
書
は
復
古
体
制
危
機
に
お
け
る
国
教
会
と
し
て
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
再
編
論
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
彼
を
批
判
す
る
側
も
そ

れ
に
応
じ
た
議
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ロ
ッ
ク
の
手
稿
は
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
へ
の
論
評
を
契
機
に
、
右
に
あ
げ
た
五
つ
の
問
題
の
内
、
と
く
に
教
会
統
治
に
関
連
す

る
も
の
へ
の
応
答
と
な
る
。
ロ
ッ
ク
は
一
六
七
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
て
後
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
の
議
論
を
検
討
す
る

（
48
）

。

そ
れ
と
同
時
に
、
フ
ィ
ル
マ
ー
が
説
い
た
王
権
神
授
説
へ
の
批
判
を
第
一
書
と
す
る
『
統
治
二
論
』
を
執
筆
す
る
。
復
古
体
制
に
お
け
る

教
会
と
国
家
の
関
係
の
問
い
直
し
を
、
そ
の
両
者
の
側
か
ら
ロ
ッ
ク
は
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

こ
こ
で
、
右
の
議
論
を
整
理
し
た
上
で
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
や
ロ
ッ
ク
が
何
を
当
時
の
教
会
問
題
に
お
け
る
課
題
と
受
け
と
め

て
い
た
の
か
を
、
明
示
し
て
お
き
た
い
。

本
稿
で
は
ス
コ
ッ
ト
の
語
を
用
い
、
排
斥
危
機
と
通
称
さ
れ
て
き
た
一
六
七
八
年
以
降
の
危
機
を
復
古
体
制
危
機
と
呼
ぶ
。『
統
治
二
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論
』
や
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
批
判
と
い
っ
た
ロ
ッ
ク
の
業
績
に
即
し
た
場
合
、
一
六
七
八
年
以
降
は
、
君
主
制
と
教
会
制
度
自
体
が

議
論
の
対
象
と
さ
れ
る
程
に
、
深
刻
な
危
機
の
時
代
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

復
古
体
制
危
機
に
お
い
て
と
く
に
問
題
と
な
る
の
は
、
国
王
で
は
な
く
主
教
を
聖
な
る
象
徴
と
す
る
、
主
教
重
視
の
姿
勢
が
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
教
会
内
で
顕
著
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
主
教
重
視
は
極
端
な
場
合
、
神
授
権
主
教
制
、
つ
ま
り
主
教
の
権
限
は
神
に
直
接
由
来
し
、

使
徒
継
承
に
よ
っ
て
伝
授
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
に
至
る
。
こ
の
神
授
権
主
教
制
を
ロ
ッ
ク
は
、
一
六
七
五
年
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
『
寛
容
論
』
の
追
加
部
分
で
非
難
し
て
い
た
。
さ
ら
に
同
年
公
刊
さ
れ
た
『
手
紙
』
は
、
一
六
七
八
年
以
降
の
復
古
体
制
危
機
時
の
議

論
を
先
取
り
し
て
、
教
皇
主
義
と
恣
意
的
統
治
を
問
題
視
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
問
題
を
神
授
権
を
主
張
す
る
主
教
が
増
幅
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。「
ダ
ン
ビ
審
査
」
法
案
は
当
時
の
教
会
内
に
お
け
る
主
教
重
視
の
志
向
を
強
化
し
、
そ
れ
が
教
会
と
国
家
に
お
け
る
、

し
か
も
実
質
的
に
教
会
が
国
王
の
上
に
立
つ
、「
二
重
の
専
制
」
を
正
当
化
す
る
の
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
主
教
重
視
の
信
仰
告
白
的
教
会
国
家
体
制
を
支
持
す
る
人
々
と
、「
恣
意
的
統
治
」
の
導
入
と
し
て
そ
れ
に
反
対
す
る
人
々

と
の
対
立
が
、
互
い
を
教
皇
主
義
と
し
て
非
難
し
あ
う
中
で
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
反
教
皇
主
義
的
言
動
に
高
じ
た
の
が
、
一
六
七
八
年
の
教

皇
主
義
陰
謀
暴
露
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
排
斥
危
機
で
あ
る
。
こ
こ
で
国
教
会
と
非
国
教
徒
と
の
葛
藤
と
い
う
復
古
教
会
体
制
の
問
題
が
再

燃
す
る
。
一
六
八
〇
年
秋
に
開
会
さ
れ
た
議
会
は
、
広
範
な
基
盤
に
立
つ
新
た
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
体
制
を
求
め
て
、
包
容
法
と
寛

容
法
の
導
入
に
よ
り
国
教
会
と
非
国
教
徒
と
の
対
立
を
緩
和
し
よ
う
と
す
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
法
案
は
廃
案
と
な
っ
た
上
、
頑
固
な
国

教
会
派
は
国
教
会
か
ら
分
離
し
た
非
国
教
徒
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
主
教
制
国
教
会
を
擁
護

し
て
、
教
会
統
治
の
根
幹
に
か
か
わ
る
議
論
を
展
開
し
、
非
国
教
徒
や
ロ
ッ
ク
ら
は
そ
れ
を
受
け
て
立
つ
こ
と
に
な
る
。

ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
と
ロ
ッ
ク
に
つ
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
は
、
一
言
で
言
え
ば
、
国
家
と
教
会
の
あ
り
方
そ
し
て
両
者
の
関
係
に

か
か
わ
る
。
よ
り
具
体
的
に
五
点
の
課
題
を
以
下
で
提
示
し
て
お
く
。
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第
一
に
、
教
会
統
治
と
は
誰
が
ど
う
い
う
根
拠
か
つ
権
限
で
行
な
う
も
の
か
。
と
く
に
主
教
職
を
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
。

第
二
に
、
教
会
統
治
に
お
い
て
「
教
会
の
長
で
あ
る
国
王
」
の
役
割
は
何
か
。
主
教
と
国
王
の
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

第
三
に
、
王
権
の
根
拠
と
権
限
は
何
か
。

第
四
に
、
国
内
の
対
立
が
教
皇
主
義
の
言
辞
に
収
斂
さ
れ
、
そ
の
言
辞
の
使
用
が
有
効
と
判
断
さ
れ
る
、
相
互
の
反
感
や
恐
怖
に
通
底

す
る
敵
意
の
本
質
は
何
か
。

第
五
に
、
教
皇
主
義
に
対
し
連
帯
し
て
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
れ
た
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
」
と
は
何
か
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会

と
非
国
教
徒
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
相
容
れ
な
い
存
在
か
。

ゴ
ル
デ
ィ
は
『
統
治
二
論
』
の
「
教
会
論
的
か
つ
反
聖
職
的
文
脈
」
を
重
視
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、『
統
治

二
論
』
は
国
王
に
か
ん
し
て
は
相
当
曖
昧
に
思
え
る
だ
ろ
う
。
ロ
ッ
ク
や
仲
間
の
急
進
派
が
最
も
一
貫
し
た
教
条
的
な
抑
圧
だ
と
宣
告
し

た
の
は
、
復
古
王
政
で
は
な
く
復
古
教
会
だ
っ
た
の
だ
か
ら

（
49
）

。」
国
王
に
か
ん
す
る
議
論
が
「
相
当
曖
昧
」
な
の
か
は
議
論
を
要
す
る
が
、

ゴ
ル
デ
ィ
の
見
解
は
『
統
治
二
論
』
の
正
確
な
読
解
の
た
め
の
一
つ
の
要
請
だ
と
私
は
と
ら
え
る
。
つ
ま
り
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト

へ
の
ロ
ッ
ク
の
批
判
を
、
右
の
課
題
を
ふ
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
須
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
統
治
二
論
』
は
一
般
に
、
社
会
契

約
説
や
抵
抗
権
論
等
に
象
徴
さ
れ
る
王
権
掣
肘
の
議
論
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
復
古
体
制
危
機
に
即
せ
ば
、
新
た
な
教
会
体
制
の

上
に
立
つ
べ
き
「
長
で
あ
る
国
王
」
を
模
索
す
る
論
考
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
本
論
説
は
平
成
19
〜
20
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。）

（
１
）

こ
の
論
争
に
お
け
る
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
に
よ
る
ロ
ッ
ク
批
判
を
収
録
し
た
リ
プ
リ
ン
ト
と
し
て
、E

dw
ard

S
tillingfleet

:
T

hree
C

riticism
s

of
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Locke,G
eorg

O
lm

s
V

erlag,1987 .
（
２
）

E
.Stillingfleet:The

M
ischiefofSeparation,L

ondon,1680 .ditto
:The

U
nreasonableness

ofSeparation,L
ondon,1681 .

（
３
）

非
国
教
徒
に
た
い
し
バ
ク
ス
タ
ー
や
ハ
ン
フ
リ
ー
ら
が
主
張
す
る
「
包
容
・
寛
容
策
」
に
つ
い
て
、
山
田
園
子
『
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
「
寛
容
論
」
の
研
究
』

溪
水
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
三
一
―
一
四
九
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
４
）

M
S

L
ocke

C
.34 .

こ
の
手
稿
の
解
読
に
よ
る
ロ
ッ
ク
に
よ
る
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
批
判
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
計
画
し
て
い
る
が
、
さ
し
あ
た

り
、『
ロ
ッ
ク
政
治
論
集
』（
マ
ー
ク
・
ゴ
ル
デ
ィ
編
、
山
田
園
子
・
吉
村
伸
夫
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
叢
書
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
八
四
四
、
二
〇
〇
七
年
、
三

六
三
―
三
六
六
ペ
ー
ジ
、「
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
に
か
ん
す
る
批
判
的
ノ
ー
ト
（
抜
粋
）」
参
照
。

（
５
）

こ
の
視
点
に
つ
い
て
、J.A

.I.C
ham

pion
:

R
eligion

after
the

R
estoration'

(R
eview

),The
H

istoricalJournal,V
ol.36 ,N

o.2 ,1993 ,p.427 .

（
６
）

Jonathan
Scott:A

lgernon
Sidney

and
the

R
estoration

C
risis,1677 -1683 ,C

am
bridge,1991 ,p.3 .

（
７
）

他
に
、「
排
斥
法
危
機
」、「
王
位
継
承
排
除
危
機
」、「
排
除
危
機
」
等
の
呼
称
が
あ
る
。
浜
林
正
夫
『
イ
ギ
リ
ス
名
誉
革
命
史
』
上
、
未
来
社
、
一
九
八

一
年
、
第
二
章
。
青
柳
か
お
り
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
』
彩
流
社
、
二
〇
〇
八
年
、
第
三
章
第
一
節
。

（
８
）

J.Scott:op.cit,p.•
.

（
９
）

複
数
の
手
稿
に
ま
た
が
る
フ
ィ
ル
マ
ー
の
『
家
父
長
制
論
』
が
い
つ
書
か
れ
た
か
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ジ
ョ
ア
ン
・
サ
マ
ヴ
ィ
ル
は
、
そ
の
最
初
の

二
章
は
一
六
二
〇
年
代
に
、
第
三
章
は
一
六
三
〇
年
頃
に
書
か
れ
た
と
推
測
す
る
。Johann

P.
Som

m
erville

(ed.)
:

Sir
R

obert
F

ilm
er

P
atriarcha

and

O
ther

W
ritings,C

am
bridge,1991 ,pp.º

º
º
™

-º
º
º
¢

（
10
）

Ibid.,
pp.
7 -25 .

「
先
の
反
乱
」
の
記
憶
の
よ
み
が
え
り
と
し
て
、
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
『
ビ
ヒ
モ
ス
』
が
あ
る
。『
ビ
ヒ
モ
ス
』
が
非
合
法
で
あ
れ
公

刊
さ
れ
始
め
た
の
は
一
六
七
九
年
で
あ
り
、
合
法
版
初
版
は
一
六
八
二
年
だ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
山
田
「
ホ
ッ
ブ
ズ
と
イ
ギ
リ
ス
革
命
」、『
思
想
』、

九
九
六
号
、
二
〇
〇
七
年
四
月
、
参
照
。

（
11
）

John
D

unn
:The

P
oliticalThoughtofJohn

Locke,C
am

bridge,Paperback
edition

1982 ,Firstpublished
1969 ,p.53 .

（
12
）

山
本
範
子
「
王
政
復
古
と
名
誉
革
命
体
制
」、
岩
井
淳
・
指
昭
博
編
『
イ
ギ
リ
ス
史
の
新
潮
流
』
彩
流
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
山
田
に
よ
る
本
書
へ
の
書
評

は
、『
歴
史
評
論
』
二
〇
〇
一
年
五
月
号
、
参
照
。

（
13
）

『
統
治
二
論
』
の
主
要
部
分
の
執
筆
時
期
を
一
六
七
九
―
八
〇
年
と
し
た
の
は
、P

eter
L

aslett
(ed.)

:
T

w
o

T
reatises

of
G

overnm
ent,

C
am

bridge,

Second
reprinted

paperback
edition

1999 ,Firstpublished
1960 ,

Introduction' ,p.35 .
こ
れ
に
は
異
論
も
あ
る
。
例
え
ばJohn

M
arshall:John

Locke,
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Toleration
and

E
arly

E
nlightenm

entC
ulture,C

am
bridge,2006 ,p.50

は
一
六
八
二
―
一
六
八
三
年
と
す
る
。

（
14
）

一
六
七
〇
年
代
前
半
ま
で
の
宗
教
政
策
を
め
ぐ
る
背
景
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
田
『
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
「
寛
容
論
」
の
研
究
』、
三
七
―
五
二
ペ
ー
ジ
、

参
照
。

（
15
）

John
Spurr

:The
R

estoration
C

hurch
ofE

ngland
1646 -1689 ,N

ew
H

aven,1991 ,p.106 .ditto
:E

ngland
in

the
1670

s,O
xford,2000 ,p.214 .

（
16
）

『
寛
容
論
』
は
一
六
六
七
年
に
執
筆
が
開
始
さ
れ
、
一
六
七
五
年
ま
で
修
正
・
追
加
が
加
え
ら
れ
続
け
た
。
山
田
『
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
「
寛
容
論
」
の
研

究
』、
二
一
八
―
二
二
二
ペ
ー
ジ
。

（
17
）

青
柳
、
前
掲
書
、
四
六
―
五
四
ペ
ー
ジ
。

（
18
）

山
田
『
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
「
寛
容
論
」
の
研
究
』、
一
二
五
―
一
二
七
ペ
ー
ジ
。

（
19
）

John
Spurr

:The
R

estoration
C

hurch
ofE

ngland
1646 -1689 ,p.119 .

（
20
）

八
代
崇
『
イ
ギ
リ
ス
宗
教
改
革
史
研
究
』
創
文
社
、
一
九
七
九
年
、
一
八
〇
、
二
七
九
―
二
八
〇
ペ
ー
ジ
。

（
21
）

J.Spurr
:The

R
estoration

C
hurch

ofE
ngland

1646 -1689 ,pp.106 ,109 ,119 ,135 .

（
22
）

D
onald

A
.Spaeth

:The
C

hurch
in

an
A

ge
ofD

anger,C
am

bridge,2000 ,p.16 .

（
23
）

M
ark

G
oldie

:
T

he
Search

for
R

eligious
L

iberty
1640 -1690' ,

in
J.

M
orrill

(ed.),
The

O
xford

Illustrated
H

istory
of

Tudor
and

Stuart
B

ritain,

O
xford,1996 ,

p.299 .

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
の
普
遍
主
義
に
基
づ
い
た
拡
張
主
義
の
傾
向
」
を
高
教
会
派
の
対
外
政
策
に
指
摘
す
る
の
は
、
西
川
杉
子

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
―
一
七
・
一
八
世
紀
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
寛
容
問
題
」、
深
沢
克
己
・
高
山
博

『
信
仰
と
他
者
　
寛
容
と
不
寛
容
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宗
教
社
会
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
一
六
七
ペ
ー
ジ
。

（
24
）

山
田
『
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
「
寛
容
論
」
の
研
究
』、
二
二
八
―
二
三
四
ペ
ー
ジ
。『
ロ
ッ
ク
政
治
論
集
』、「
寛
容
Ａ
」
お
よ
び
「
補
遺
　
貴
顕
の
士
か
ら
の

手
紙
」、
一
一
六
―
一
二
三
、
三
四
四
―
三
五
一
ペ
ー
ジ
参
照
。
な
お
「
寛
容
Ａ
」
は
『
ロ
ッ
ク
政
治
論
集
』
の
編
集
者
Ｍ
・
ゴ
ル
デ
ィ
に
よ
る
手
稿
の
読

み
方
に
従
い
、
吉
村
伸
夫
の
訳
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
25
）

山
田
『
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
「
寛
容
論
」
の
研
究
』、
二
三
四
ペ
ー
ジ
。『
寛
容
論
』
はE

piscopacy

やbishop

と
い
う
語
を
使
わ
ず
、
聖
職
者
を
総
称
す
る

clergy

と
い
う
語
を
用
い
る
。
し
か
し
、clergy

批
判
の
具
体
的
な
内
容
は
、
特
別
な
権
限
や
資
質
の
持
ち
主
と
み
な
さ
れ
て
き
た
主
教
お
よ
び
主
教
制
へ

の
批
判
で
あ
る
。
次
注
も
参
照
。
ロ
ッ
ク
に
反
聖
職
主
義
を
指
摘
す
る
研
究
は
多
い
が
、「
反
聖
職
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
慎
重
な
議
論
を
要
す
る
。

（
26
）

J.
R

.
M

ilton
and

Philip
M

ilton
(eds.)

:
John

Locke
A

n
E

ssay
concerning

Toleration
and

O
ther

W
ritings

on
Law

and
P

olitics,1667 -1683 ,
T

he
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C
larendon

E
dition

of
the

W
orks

of
John

L
ocke,

O
xford,2006 ,

p.366 .

監
督
制
（E

piscopacy

）
は
主
教
（bishop

）
職
を
中
心
と
し
て
組
織
さ
れ
た
教

会
体
制
つ
ま
り
主
教
制
を
指
す
。bishop

は
ギ
リ
シ
ア
語
の
　
　

に
相
当
す
る
。
本
稿
は
引
用
箇
所
以
外
で
は
主
教
ま
た
は
主
教
制
の
語
を

用
い
る
。
主
教
は
他
のpriest

（
牧
師
）
等
の
聖
職
者
と
は
異
な
り
、
聖
職
叙
任
等
の
特
別
な
権
限
を
も
ち
、
そ
の
権
限
が
使
徒
か
ら
継
承
さ
れ
た
も
の
と

信
じ
る
。
た
だ
し
、
使
徒
継
承
（
継
紹
と
も
）
に
つ
い
て
の
理
解
は
教
会
内
で
も
多
様
で
あ
る
。F

.
L

.
C

ross
(ed.)

:
T

he
O

xford
D

ictionary
of

the

C
hristian

C
hurch,O

xford,R
eprinted

1978 ,Firstpublished
1957

参
照
。

（
27
）

J.R
.M

ilton
and

P.M
ilton

(eds.)
:op.cit.,pp.8 ,44 ,97 -118 .

『
ロ
ッ
ク
政
治
論
集
』、「
寛
容
Ａ
」
お
よ
び
「
貴
顕
の
士
か
ら
の
手
紙
」
の
ゴ
ル
デ
ィ
の
解

説
部
分
、
一
一
六
、
三
四
四
ペ
ー
ジ
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
第
三
代
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
伯
に
よ
れ
ば
、
祖
父
〔
初
代
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
伯
〕
は
「
ロ
ッ
ク
を
信
頼

し
て
内
密
の
相
談
事
を
し
、
彼
の
ペ
ン
の
援
け
を
利
用
し
た
」。(R

ex
A

.B
arrell(ed.)

:A
nthony

A
shley

C
ooper

E
arlofShaftesbury

(1671 -1713
)

and
Le

R
efuge

F
rancais'

―C
orrespondence,Studies

in
B

ritish
H

istory,V
ol.15 ,T

he
E

dw
in

M
ellen

Press,1989 ,p.86 .)

（
28
）

Journal
of

the
H

ouse
of

L
ords,

V
ol.
13 ,

pp.
12 -13 ,

8
N

ovem
ber
1675 ,

dow
nloaded

from
http://

w
w

w
.british-history.ac.uk

/
report.aspx

?

com
pid=11405 .

ロ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
旅
行
に
つ
い
て
、John

L
ough

(ed.)
:Locke's

Travels
in

F
rance

1675 -1679 ,C
am

bridge,1953 ,p.º
∞

.

（
29
）

『
手
紙
』
の
テ
キ
ス
ト
は
ミ
ル
ト
ン
の
編
著
に
あ
る
校
訂

A
L

etter
from

a
Person

of
Q

uality,to
H

is
Friend

in
the

C
ountry' ,in

J.R
.M

ilton
and

P.

M
ilton

(eds.),op.cit.

を
使
用
し
、
ペ
ー
ジ
参
照
は
『
手
紙
』
自
体
で
は
な
く
、
編
著
を
通
し
た
帖
付
け
に
従
う
。

（
30
）

A
ppendix

6
T

he
T

estB
ill'

in
J.R

.M
ilton

and
P.M

ilton
(eds.),op.cit.,p.417 .

（
31
）

K
.H

.D
.H

aley
:The

F
irstE

arlofShaftesbury,O
xford,1968 ,pp.377 -380 ,390 .D

avid
O

gg
:E

ngland
in

the
R

eign
ofC

harles2
,V

ol.2
,O

xford,

Second
paperbacks

reprinted
1963 ,Firstpublished

1934 ,
0
5

.D
anby

and
the

Parliam
entary

O
pposition' .

（
32
）

吉
村
伸
夫
（
訳
・
著
）『
マ
ー
ヴ
ェ
ル
書
簡
集
』
松
柏
社
、
一
九
九
五
年
、
六
五
八
―
六
六
一
ペ
ー
ジ
。

（
33
）

G
ary

S.D
e

K
rey

:London
and

the
R

estoration
1659 -1683 ,C

am
bridge,2005 ,p.116 .

（
34
）

G
ary

S.D
e

K
rey

:R
estoration

and
R

evolution
in

B
ritain,B

asingstoke,2007 ,p.124 .

（
35
）

H
enry

H
orw

itz
:

R
evolution

P
oliticks

T
he

C
areer

of
D

aniel
F

inch
Second

E
arl

of
N

ottingham
,1647 -1730 ,

C
am

bridge,
1968 ,

pp.
8 -9 ,

17

(A
ppendix

C
2 .)

至
上
宣
誓
と
は
、
国
王
至
上
法
（T

he
A

ct
of

Suprem
acy

首
長
令
と
も
訳
さ
れ
る
）
に
も
と
づ
き
、
君
主
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
長

と
す
る
宣
誓
を
議
員
や
大
学
構
成
員
に
課
す
こ
と
。

（
36
）

H
erschel

B
aker

:
T

he
W

ars
of

T
ruth,

H
arvard

U
niversity

P
ress,

1953 ,
pp.
158 -159 .

J.
R

.
M

ilton
and

P
.

M
ilton

(eds.),
op.

cit.,
G

eneral

π
σ
κ
π
ο
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Introduction' ,pp.76 -82 .
G

.
S.

D
e

K
rey

:
London

and
the

R
estoration

1659 -1683 ,pp.116 -117 .

青
柳
、
前
掲
書
、
五
二
―
五
三
ペ
ー
ジ
。
山
田
、
前

掲
書
、
二
三
三
ペ
ー
ジ
。

（
37
）

A
L

etter
from

a
Person

of
Q

uality,to
H

is
Friend

in
the

C
ountry' ,in

J.R
.M

ilton
and

P.M
ilton

(eds.),op.cit.,pp.337 ,363 ,366 ,367 .

山
田
、
前

掲
書
、
二
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
38
）

Ibid.,pp.366 ,367 .

（
39
）

Ibid.,pp.337 -8 ,348 ,357 ,359 ,375 .

山
田
、
前
掲
書
、
二
三
三
ペ
ー
ジ
。

（
40
）

Ibid.,pp.342 ,345 ,347 .

（
41
）

Ibid.,pp.362 -363 .

（
42
）

Ibid.,p.367 .

（
43
）

Ibid.,pp.344 -345 .

（
44
）

T
im

H
arris

:P
olitics

under
the

Later
Stuarts,L

ondon,1993 ,p.73 .

（
45
）

H
.H

orw
itz

:
ProtestantR

econciliation
in

the
E

xclusion
C

risis' ,JournalofE
cclesiasticalH

istory,15 ,1964 ,p.203 .

（
46
）

複
数
の
議
事
録
等
を
ふ
ま
え
た
両
法
案
の
審
議
の
検
討
は
、
青
柳
、
前
掲
書
、
第
三
章
。
法
案
原
稿
の
一
つ
と
し
て
、

D
ering's

draft
of

a
bill

for
the

ease
of

dissenting
Protestants,

N
ovem

ber
1680' ,

in
M

aurice
F.

B
ond

(ed.),
The

D
iaries

and
P

apers
of

Sir
E

dw
ard

D
ering

Second
B

aronet1644 -

1684 ,H
ouse

of
L

ords
R

ecord
O

ffice
O

ccasionalPublications
N

o.1 ,L
ondon,1976 ,pp.194 -196 .

（
47
）

H
.H

orw
itz

:
ProtestantR

econciliation
in

the
E

xclusion
C

risis' ,pp.214 -215 .

（
48
）

M
S

L
ocke

C
.34 ,fol.100 .

（
49
）

M
.G

oldie
:

John
L

ocke
and

A
nglican

R
oyalism

' ,P
oliticalStudies,0

0
0
1

,1983 ,pp.61 -62 .




